
今 の月 ト ッピ ク

地球への不安と医療の役割
　猛暑あるいは酷暑といっていいくらいの暑い夏を迎えています。海の向こうでは
戦争が勃発し厳しい気象が日本だけではなく地球中のいたるところで暴れています。
科学雑誌の最高峰ともいわれるネイチャー誌でも異常気象に対する危惧にふれ、あ
る号では地球の平均気温が測定を始めて以来最高値である摂氏17度を記録したこと
を報じました。なるほど、それで北極の氷が解けて白熊の生存に陰りがみられてい
ることや南極でも氷山が崩れ地面が顔を出していることに対して納得できます。し
かし、同時に我々の住む地球の将来に対してとてつもない恐怖と心配を抱かざるを
得ません。私たちにできることは何でしょうか。地球温暖化とともに異常気象によって人命が失われるニュー
スが絶えず聞こえることには本当に耐えられません。そして、改めて自然の力、その物理学的な力に驚愕す
るのです。まずできることは、消極的ですが危険なところを可能な限り回避して生活することですが、面積
に限りのある日本列島に住む私たちにとってはみんなが平野で海や川から離れた場所で生活するのは不可能
です。天気をコントロールすることを目指すにはスケールが大きすぎて可能とは思えません。すぐできるこ
とは人類が互いの命を尊重し、環境に悪影響を及ぼすものを可能な限り力を合わせて排除することだと思い
ます。さて病院は病気の人と向き合って治療という医療行為を適切に行う使命があります。また同時に病気
かどうかを検査して予防的な対策を進言する役割も担うことができます。地球の将来は不安でいっぱいです
が、現在命を受けている市民の皆さんが健康を保ちながら楽しく充実した毎日が遅れるように支えることを
念頭に私たちは医療に従事しています。当院では受診される患者さんが心身ともに元気を注入・回復できる
場になることを目指して今後とも運用して参りたいと思います。次号では明るい話も発信したいと考えてい
ます。

院長　大田　健

当院でのお支払いにご利用いただける
クレジットカードの種類が増えました。
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　呼吸器センター内科について紹介いたします。当科は呼吸器つ
まり、肺に関係する病気を担当しています。一例をあげますと、
せき、たん、息切れなどの症状がある方や胸部レントゲンの異常
で精密検査が必要な方などを診療しています。代表的な病気とし
て肺炎などの感染症、気管支ぜん息、COPD、間質性肺炎、肺が
んなどがあります。当科はこれらの病気のほか、ほぼすべての呼
吸器の病気に対応しています。
　呼吸器を専門とする職員は内科、外科のほか、CTなどの画像診
断を担当する放射線科、検査などで採取された細胞や組織を検査
する病理診断部、リハビリテーション科など各科に在籍しており、
病院全体で患者さんにより良い医療をお届けできる体制を備えて
います。
　肺がんについては、北多摩北部に２病院しかない東京都がん診
療連携協力病院に指定されています。緩和ケア科、緩和ケア病棟を開設し、患者さんの状況やご要望にあわ
せて最適な治療を提供できる体制を整えています。
　また、当院は東京都アレルギー疾患医療専門病院に指定されており、ぜん息をはじめとするアレルギーが
関与する病気の診療にも力を入れています。
　外来診療では、睡眠時無呼吸症候群、間質性肺炎（肺線維症）、息切れ、非結核性抗酸菌症・気管支拡張症
の専門外来を設けて各疾患、症状にお困りの患者さんに対応しています。
　ここ数年は当院でも新型コロナウイルス感染症の診療にも注力してまいりました。コロナが５類感染症に
なり社会のウィズコロナが加速しています。当院の体制もかなり正常化に近づいてきました。しかし、コロ
ナの感染力が弱まった訳ではないため、院内のマスク着用、入院中の面会制限や外出泊の原則禁止などの感
染対策を継続しています。安心・安全な診療に必要な措置ですので、引き続きご協力をお願いいたします。
　今年度から当科の医師が増員され、今まで以上に患者さんのご要望にお答えできる体制になっています。
今後も皆さんの健康の維持、病気の診療にお力添えできれば幸いです。よろしくお願い致します。

呼吸器センター内科
各科紹介コーナー

診察にあたる田中医師

無料
申し込み不要

アレルギー疾患とは？

気管支喘息との関係
は？

皆様の日頃の疑問に

専門医がお答えします
！

複十字病院は市民向け講演会を実施します！
ご興味のある方はぜひご参加ください！

気管支喘息とアレルギー疾患／認知症
～最新の治療について～

テーマ

日時 ９月30日（土）14時～16時

場所 清瀬市生涯学習センター７階
アミューホール

呼吸器センターセンター長（内科）　田中　良明

１月20日（土）
呼吸器の病気について
場所　アミューホール

次回予告
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多摩小平保健所長より当院へ、
新型コロナウイルス感染症診療に対し

感謝状をいただきました。
　７月７日に多摩小平保健所山下所長がご来院くださり、当院長へ新型コロナウイルス感染症診療に対する
感謝状を授与いただきました。
　当院は東京都地域医療支援病院、東京都感染症診療協力医療機関として、今後も適切に診療・検査を実施
できる体制を確保できるよう注力してまいります。

　当院には患者さんやご家族などから、様々なご意見が寄せられます。ご要望については院内で検討、改善したり回
答文を掲示したりするなどの対応をおこなっておりますが、これらのご意見に交じり、職員に対する感謝や労いのメッ
セージもいただくことがあります。そんなうれしいメッセージは職員全員に報告して、うれしい気持ちを共有、忙し
い業務の励みにしております。今回はそのメッセージ（文章一部抜粋）をいくつかご紹介させていただき、心温まるメッ
セージに職員一同が感謝していることをお伝えしたいと思います。ありがとうございます。

�
　食事制限の中での調理は大変だと思います
が、食事がとても美味しかったです。急な入院
でショックでしたが先生はじめ皆様の優しいお
世話をいただき、元気に退院します。�

�
　以前、書いた検査着についての意見、早速改
善していただき、今回の検査が楽でした。�
�

�
　数十年ぶりの入院で不安と緊張でいっぱいで
したが看護師さんの明るさと親切で、高齢の私
には本当に助かりました。�

�
　先生はじめ看護師さんにもとても親切に看て
いただき、些細な話も聞いてもらい不安が消え
ました。痰の出し方など呼吸リハビリが、他の
患者さんにも広まればいいなと思いました。�

患者サービス接遇委員会患者さんからのうれしいご意見
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■電車でお越しの方
　・�西武池袋線『清瀬駅南口』より徒歩
12分

　　�または、バス『南口２番乗り場』より
３つ目『複十字病院前』下車

　・�JR中央線　武蔵小金井駅より『清瀬
駅南口ゆき』バス『保育園入口』下車
バス停より徒歩５分

■お車でお越しの方
　・�小金井街道『清瀬高校入口』信号を曲
がり　西に300メートル

　・�所沢街道『全生園東』信号を曲がり病
院通りを東北に２キロメートル

交通のご案内
■受付時間
　平日 8：30～17：00　　土曜日 8：30～12：00
■医療機関・紹介状をお持ちの患者さんのご予約
　電話 042-491-9128
　FAX 042-491-3553
■再診・初診（紹介状なし）のご予約
　電話 042-491-6228
�
複十字病院　
〒204-8522
東京都清瀬市松山３-１-24
代表電話 042-491-4111
代表FAX 042-492-4765

予約・紹介のご案内清瀬駅

病
院
通
り

複十字病院看護大

至所沢

至池袋

西武池袋線

複十字病院

保育園入口

梅園駐在所前

松山３

松山１

清瀬高校入口

交番 郵便局

三井住友
銀行 オーケー

南口

清瀬高校

都立清瀬養護学校

清瀬第七小

清瀬第三小

複十字病院は
　公益財団法人結核予防会の病院です

　（前回までの経過）震災時「規制除外車両」の届出を警察に却下されたが、「清瀬市医師会納涼会」次第に
選挙区選出の衆参両議員の名前を見つけ……。

　医療に造詣が深い方なので、参議院議員を選択した。来席しているのは議員本人ではなく、代理の秘書さ
んである。歓談になり、頃合いを見て、声をかけ自己紹介の上「お願いがあります」と述べ、「規制除外車両」
の件と自分の意見を説明した。

　「判りました、担当官庁に尋ねてみます」とのこと。名刺交換し、念のため陳情内容を翌日10：15にメー
ルしたら、10：39に以下のメールが来ていた。

　昨日の納涼会ではお世話になりました。
　お力になれるか分かりませんが、国会連絡室を通じてお伺いをたててみます。
　結果については後日ご報告致します。

　そして、その翌日には以下のメールが来ていた。

　先程、警察庁交通規制課〇〇様よりご回答いただきました。
　結論から申しますと、内山先生の述べられたとおり「個人の車を認めるとグリッドロック（大渋滞）を引
き起こす要因になり渋滞抑制に繋がらない」との回答でした。
　これは、警視庁も同じ見解との回答でした。
　このたびは何のお力にもなれず誠に申し訳ございません。

　「規制除外車両」の関連サイトは、警視庁も埼玉県警も同様の書式と内容であった。と言うことは、警視庁
（地方）ではなく、警察庁（国）への打診が適切なのだろう。次回選挙はこの秘書さんが仕える議員に投票
しようと誓いつつ以下のメールを返信した。

　早急の対応、ありがとうございます。
　「病院機能は地域住民の生命に関与することであり、其れを担う医師が病院に来られない状況を何とかした
い」との思いからの依頼であり、「ハイそうですか」と素直に認めることは出来ませんが、自分の声を、しか
るべき部署に伝えてくださっただけでも、感謝しております。重ね重ねありがとうございました。

大地、震へる前に 規制除外車両編１-②

防災減災ミニコラム

次回　規制除外車両編１-③に続く▶

内山　隆司
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